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　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

１　調査対象大学院等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　国　立　大　学　法　人　　　金　沢　大　学

（２） 大　学　名

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　〒９２０－１１９２

（３） 大学の位置

　　　　石川県金沢市角間町

　　　　金沢大学大学院　人間社会環境研究科　人文学専攻（Ｍ）　外４専攻　
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年 人 人

法学・政治学専攻（博士前期課程）

国際学専攻（博士前期課程）

人文学専攻（博士前期課程） 4623

8

修士（文学又は学術）　

2

2 8 16

修士（法学又は政治学）　

（４）　調査対象研究科等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください。

　　　・　様式は，平成２３年度開設の博士後期課程の場合（平成２５年度までの３年間）ですが，開設年度・

調査対象研究科等
の名称（学位）

　

　（４）－①　調査対象研究科等の名称，定員

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が２年以下の場合には欄を削除し，４年以上の場合

　　　　には，欄を設けてください。）

設 置 時 の 計 画

収容定員入学定員修業年限

基礎となる専攻等人間社会環境研究科

経済学専攻（博士前期課程）

備　　　　　考

社会システム専攻，公共経営
政策専攻

人間文化専攻，社会システム
専攻

（注）・「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

2 8 16
修士（経済学，経営学又は学術）　

社会システム専攻，公共経営
政策専攻

人間文化専攻，社会システム
専攻

社会システム専攻，公共経営
政策専攻

地域創造学専攻（博士前期課程） 2 8 16
修士（地域創造学又は学術）　

修士（国際学又は学術）　

162

　　　・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。
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〈人文学専攻〉

報告年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人

44 3 26 -

(　2　) (　-　) (　2　) (　-　) (　 　) (　 　)

[ 9 ] [ 3 ] [ 7 ] [  -  ] [ 　 ] [ 　 ]

42 3 24 -

(　2　) (　-　) (　2　) (　-　) (　 　) (　 　)

[ 9 ] [ 3 ] [ 7 ] [  -  ] [ 　 ] [ 　 ]

35 3 23 -

(　0　) (　-　) (　2　) (　-　) (　 　) (　 　)

[ 9 ] [ 3 ] [ 7 ] [  -  ] [ 　 ] [ 　 ]

33 3 21 -

(　0　) (　-　) (　2　) (　-　) (　 　) (　 　)

[ 9 ] [ 3 ] [ 7 ] [  -  ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

〈法学・政治学専攻〉

報告年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人

12 0 14 -

(　0　) (　-　) (　1　) (　-　) (　 　) (　 　)

[ 5 ] [ 0 ] [ 4 ] [  -  ] [ 　 ] [ 　 ]

11 0 14 -

(　0　) (　-　) (　1　) (　-　) (　 　) (　 　)

[ 5 ] [ 0 ] [ 4 ] [  -  ] [ 　 ] [ 　 ]

8 0 9 -

(　0　) (　-　) (　1　) (　-　) (　 　) (　 　)

[ 5 ] [ 0 ] [ 2 ] [  -  ] [ 　 ] [ 　 ]

7 0 8 -

(　0　) (　-　) (　1　) (　-　) (　 　) (　 　)

[ 4 ] [ 0 ] [ 2 ] [  -  ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

23

1.56

1.23倍

0.87

8

( 若干名 )

[ 若干名 ]

0.93倍

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度
平均入学定員

超 過 率
備　　　　　考

Ａ　 入学定員
8

( 若干名 ) (　　 　)

[ 若干名 ] [ 　　　 ]

志願者数

受験者数

志願者数

平成２６年度平成２５年度平成２４年度

[ 若干名 ] [ 　　　 ]

( 若干名 ) (　　 　)

Ｂ　 入学者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

合格者数

0.91

1.00

受験者数

備　　　　　考
平均入学定員

超 過 率

　（４）－②　調査対象研究科等の入学者の状況

23

( 若干名 )

[ 若干名 ]

Ａ　 入学定員

- 3 -



〈経済学専攻〉

報告年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人

16 - 13 -

(　2　) (　-　) (　0　) (　-　) (　 　) (　 　)

[ 9 ] [  -  ] [ 9 ] [  -  ] [ 　 ] [ 　 ]

15 - 12 -

(　2　) (　-　) (　0　) (　-　) (　 　) (　 　)

[ 8 ] [  -  ] [ 8 ] [  -  ] [ 　 ] [ 　 ]

6 - 6 -

(　1　) (　-　) (　0　) (　-　) (　 　) (　 　)

[ 4 ] [  -  ] [ 4 ] [  -  ] [ 　 ] [ 　 ]

6 - 6 -

(　1　) (　-　) (　0　) (　-　) (　 　) (　 　)

[ 4 ] [  -  ] [ 4 ] [  -  ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

〈地域創造学専攻〉

報告年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人

19 1 23 -

(　2　) (　-　) (　5　) (　-　) (　 　) (　 　)

[ 10 ] [  1  ] [ 9 ] [  -  ] [ 　 ] [ 　 ]

18 1 23 -

(　2　) (　-　) (　5　) (　-　) (　 　) (　 　)

[ 10 ] [  1  ] [ 9 ] [  -  ] [ 　 ] [ 　 ]

10 1 12 -

(　2　) (　-　) (　2　) (　-　) (　 　) (　 　)

[ 4 ] [  1  ] [ 4 ] [  -  ] [ 　 ] [ 　 ]

10 1 10 -

(　2　) (　-　) (　2　) (　-　) (　 　) (　 　)

[ 4 ] [  1  ] [ 4 ] [  -  ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

0.75

( 若干名 )

[ 若干名 ]

8

0.75倍

Ｂ　 入学者数

0.75

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度
平均入学定員

超 過 率
備　　　　　考

Ａ　 入学定員
8

( 若干名 ) (　　 　)

[ 若干名 ] [ 　　　 ]

志願者数

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

1.25

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度
平均入学定員

超 過 率
備　　　　　考

Ａ　 入学定員
8

( 若干名 ) (　　 　)

[ 若干名 ] [ 　　　 ]

志願者数

受験者数

合格者数

1.37

8

( 若干名 )

[ 若干名 ]

1.31倍
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〈国際学専攻〉

報告年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人

17 1 16 -

(　1　) (　-　) (　2　) (　-　) (　 　) (　 　)

[ 9 ] [  1  ] [ 11 ] [  -  ] [ 　 ] [ 　 ]

15 1 14 -

(　1　) (　-　) (　2　) (　-　) (　 　) (　 　)

[ 7 ] [  1  ] [ 10 ] [  -  ] [ 　 ] [ 　 ]

13 1 8 -

(　1　) (　-　) (　0　) (　-　) (　 　) (　 　)

[ 5 ] [  1  ] [ 6 ] [  -  ] [ 　 ] [ 　 ]

13 1 8 -

(　1　) (　-　) (　0　) (　-　) (　 　) (　 　)

[ 5 ] [  1  ] [ 6 ] [  -  ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　・　「社会人」については，設置計画書において貴学が定める社会人の定義に従って記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度
平均入学定員

超 過 率

8

( 若干名 ) (　　 　)

[ 若干名 ] [ 　　　 ]

志願者数

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

1.001.75

[ 若干名 ]

8

( 若干名 )

1.37倍

　　　・ （　 ）内には，社会人の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入てください。

（注）・　数字は，平成２５年５月１日現在の数字を記入してください。

備　　　　　考

Ａ　 入学定員
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〈人文学専攻〉

報告年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[　9　] [　-　] [  7  ] [　-　] [　　 ] [　 　]

33 - 21 -

[  9  ] [  3  ] [　　 ] [　　 ]

32 3

[　　 ] [　　 ]

〈法学・政治学専攻〉

報告年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[　4　] [　-　] [  2  ] [　-　] [　　 ] [　 　]

7 - 8 -

[  4  ] [　-　] [　　 ] [　　 ]

7 -

[　　 ] [　　 ]

〈経済学専攻〉

報告年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[　4　] [　-　] [  4  ] [　-　] [　　 ] [　 　]

6 - 6 -

[  4  ] [　-　] [　　 ] [　　 ]

6 -

[　　 ] [　　 ]

備　　　　　考

　（４）－③　調査対象研究科等の在学者の状況

　

２年次

３年次

[　　　　 ]
計

56

平成２６年度

１年次

[　　19   ]

平成２５年度平成２４年度

平成２５年度 平成２６年度
備　　　　　考

１年次

　

２年次

３年次

計
[　　 6 　 ] [　　　　 ]

15

平成２５年度 平成２６年度
備　　　　　考

１年次

　

２年次

３年次

計
[　　 8　　] [　　　　 ]

126

[　　4 　]

平成２４年度

33

[　　9 　]

[　4 　]

7

平成２４年度
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〈地域創造学専攻〉

報告年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[　4　] [　-　] [  4  ] [　-　] [　　 ] [　 　]

10 - 10 -

[  4  ] [  1  ] [　　 ] [　　 ]

11 1

[　　 ] [　　 ]

〈国際学専攻〉

報告年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[　5　] [　-　] [  6  ] [　-　] [　　 ] [　 　]

13 - 8 -

[  5  ] [  1  ] [　　 ] [　　 ]

13 1

[　　 ] [　　 ]

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

（注）・　数字は，平成２５年５月１日現在の数字を記入してください。

備　　　　　考

１年次

　

２年次

３年次

計
[　   9    ] [　　　　 ]

2210

[　　4 　]

13

[　　5 　]

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度
備　　　　　考

１年次

　

２年次

３年次

計
[　　12　　 ] [　　　　 ]

22
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　（４）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

〈人文学専攻〉

退学した年度

平成２４年度 1 人 0 人 勉学意欲喪失

平成２５年度 人 人

平成２６年度 人 人

平成２７年度 人 人

平成２５年度 0 人 0 人

平成２６年度 人 人

平成２７年度 人 人

平成２６年度 人 人

平成２７年度 人 人

人 人 平成２７年度 人 人 ％

54 人 1 人 0.0185185 ％

〈法学・政治学専攻〉

退学した年度

平成２４年度 0 人 0 人

平成２５年度 0 人 0 人

平成２６年度 人 人

平成２７年度 人 人

平成２５年度 0 人 0 人

平成２６年度 人 人

平成２７年度 人 人

平成２６年度 人 人

平成２７年度 人 人

人 人 平成２７年度 人 人 ％

15 人 0 人 0 ％

1 0.030303人 ％人33

人 0 ％
平成２４年度

入学者
7 人 0

合　　計

平成２７年度
入学者

　　　区　分

対象年度

入学者数（b） 退学者数（a） 主な退学理由

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

退学者数（内訳）

退学者数
退学者数の
うち留学生数

平成２５年度
入学者

8 人 0 人 ％

平成２６年度
入学者

人 人 ％

人 0

　　　区　分

対象年度
退学者数の
うち留学生数

平成２７年度
入学者

平成２４年度
入学者

平成２５年度
入学者

平成２６年度
入学者

退学者数

入学者数（b） 退学者数（a）
退学者数（内訳）

合　　計

人

21

人

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

主な退学理由

人

％

％

- 8 -



〈経済学専攻〉

退学した年度

平成２４年度 0 人 0 人

平成２５年度 0 人 0 人

平成２６年度 人 人

平成２７年度 人 人

平成２５年度 0 人 0 人

平成２６年度 人 人

平成２７年度 人 人

平成２６年度 人 人

平成２７年度 人 人

人 人 平成２７年度 人 人 ％

12 人 0 人 0 ％

〈地域創造学専攻〉

退学した年度

平成２４年度 0 人 0 人

平成２５年度 0 人 0 人

平成２６年度 人 人

平成２７年度 人 人

平成２５年度 0 人 0 人

平成２６年度 人 人

平成２７年度 人 人

平成２６年度 人 人

平成２７年度 人 人

人 人 平成２７年度 人 人 ％

20 人 0 人 0 ％

6 人 0

平成２６年度
入学者

人 人 ％

平成２７年度
入学者

合　　計

平成２４年度
入学者

10 人 0 人 0 ％

平成２５年度
入学者

10 人 0 人 ％

　　　区　分

対象年度

入学者数（b） 退学者数（a） 主な退学理由

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

退学者数（内訳）

退学者数
退学者数の
うち留学生数

平成２６年度
入学者

人 人 ％

平成２７年度
入学者

合　　計

平成２４年度
入学者

人 0 ％

平成２５年度
入学者

6 人 0 人 ％

　　　区　分

対象年度

入学者数（b） 退学者数（a） 主な退学理由

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

退学者数（内訳）

退学者数
退学者数の
うち留学生数
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〈国際学専攻〉

退学した年度

平成２４年度 0 人 0 人

平成２５年度 0 人 0 人

平成２６年度 人 人

平成２７年度 人 人

平成２５年度 0 人 0 人

平成２６年度 人 人

平成２７年度 人 人

平成２６年度 人 人

平成２７年度 人 人

人 人 平成２７年度 人 人 ％

21 人 0 人 0 ％

平成２６年度
入学者

人 人 ％

平成２７年度
入学者

合　　計

平成２４年度
入学者

13 人 0 人 0 ％

平成２５年度
入学者

8 人 0 人 ％

　　　区　分

対象年度

入学者数（b） 退学者数（a） 主な退学理由

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

退学者数（内訳）

退学者数
退学者数の
うち留学生数

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２５年度５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下第１位までを記入してください。

　　　　　ありません。）

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

（注）・　数字は，平成２５年５月１日現在の数字を記入してください。　

- 10 -



カリキュラム編成の都合により，担当教員
を変更，教員の職位変更（25）

２　授業科目の概要

＜人間社会環境研究科　人文学専攻＞

（１） 授業科目表

科目
区分 授業科目の名称 配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

専
攻
共
通
科
目

基礎講義Ⅰ(人間科学基礎論) 1前or後 2 1

基礎講義Ⅱ(歴史学基礎論) 1前or後 2 1

基礎講義Ⅲ(言語・文学基礎論) 1前or後 2 1

基礎講義Ⅳ(文化資源学基礎論) 1前or後 2 1

17

33 18 カリキュラム編成の都合により，担当教員
を変更，教員の職位変更（24）

カリキュラム編成の都合により，担当教員
を変更，教員の職位変更（25）

専
攻
共
通
科
目

33 18 カリキュラム編成の都合により，担当教員
を変更，教員の職位変更（24）論文指導Ⅰ 1後 2 28 22

17

33 18 カリキュラム編成の都合により，担当教員
を変更，教員の職位変更（24）

教員の職位変更（24）

ｵﾑﾆﾊﾞｽ

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

専
攻
共
通
科
目

33 18 カリキュラム編成の都合により，担当教員
を変更，教員の職位変更（24）論文指導Ⅱ 2通 4 28 22

インターンシップ 1･2前 2 2 2

学際融合型プログラム　認知科学

7 3

専
門
基
礎
科
目

認知科学基礎論 1前 2 6 4

3 2
教員の職位変更（24）

認知科学研究法 1前or後 2 2 3

認知哲学 1前or後 2 1

認知倫理学 1前or後 2 1

比較認知特論 1前or後 2 1

認知心理学特論 1前or後 2 1

1
教員の職位変更（24）

認知神経科学特論 1前or後 2 1

認知臨床心理学特論 1前or後 2 1

環境言語学・認知コミュニケーション論 1前or後 2 1

認知言語科学基礎 1前or後 2 1

認知文法論基礎 1前or後 2 　 1

認知意味論 1前or後 2 1 　

進化言語学基礎 1前or後 2 1 　

認知科学特論 1･2前or後 2

専
門
応
用
科
目

認知哲学演習 1･2前or後 2 1

認知倫理学演習 1･2前or後 2 1

比較認知演習 1･2前or後 2 1

認知心理学演習 1･2前or後 2 1

1
教員の職位変更（24）

1認知神経科学演習 1･2前or後 2

認知臨床心理学演習 1･2前or後 2 1

認知言語科学演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

認知言語科学演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

認知言語科学演習Ⅲ 1･2前or後 2 1

認知言語科学演習Ⅳ 1･2前or後 2 1  

環境言語学・認知コミュニケーション論演習 1･2前or後 2 1

進化言語学演習 1･2前or後 2 1

7 3
教員の職位変更（24）

認知科学理論研究 2前or後 2 6 4

学際融合型プログラム　比較環境倫理学

比較環境倫理学特論Ⅰa　　 1･2前or後 2 1

比較環境倫理学特論Ⅰb　　 1･2前or後 2 1

比較環境倫理学特論Ⅱa　　 1前or後 2

比較環境倫理学特論Ⅱb　　 1前or後 2

比較環境倫理学特論Ⅲa 1･2前or後 2

比較環境倫理学特論Ⅲb 1･2前or後 2

比較環境倫理学特論Ⅳ 1･2前or後 2 1

専
門
基
礎
科
目
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兼1

兼1

兼1

兼1

教員の職位変更（24）

兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

カリキュラム編成の都合により，担当教員
を変更（25）

カリキュラム編成の都合により，担当教員
を変更（25）

ｵﾑﾆﾊﾞｽ

兼1

兼1

専
門
応
用
科
目

比較環境倫理学演習Ⅰa 1･2前or後 2 1

比較環境倫理学演習Ⅰb 1･2前or後 2 1

比較環境倫理学演習Ⅱa 1･2前or後 2

比較環境倫理学演習Ⅱb 1･2前or後 2

比較環境倫理学演習Ⅲa 1･2前or後 2

比較環境倫理学演習Ⅲb 1･2前or後 2

比較環境倫理学演習Ⅳ 1･2前or後 2 1

学際融合型プログラム　ヨーロッパ・東アジア文化圏史

専
門
基
礎
科
目

近代日本帝国史特論　　 1前or後 2 1

東アジア文化圏史特論Ⅰa 1前or後 2 1

東アジア文化圏史特論Ⅰb 1前or後 2 1

東アジア文化圏史特論Ⅱa 1前or後 2 1

東アジア文化圏史特論Ⅱb 1前or後 2 1

正教世界史特論Ⅰ 1前or後 2 1

正教世界史特論Ⅱ 1前or後 2 1

1
教員の職位変更（24）

ヨーロッパ中世社会史特論Ⅰ 1前or後 2 1

1
教員の職位変更（24）

ヨーロッパ中世社会史特論Ⅱ 1前or後 2 1

イギリス帝国史特論Ⅰ 1前or後 2 1

イギリス帝国史特論Ⅱ 1前or後 2 1

専
門
応
用
科
目

近代日本帝国史演習Ⅰ 1･2前 2 1

近代日本帝国史演習Ⅱ 1･2後 2 1

近代日本帝国史演習Ⅲ 1･2前 2 1

近代日本帝国史演習Ⅳ 1･2後 2 1

東アジア文化圏史演習Ⅰa 1･2前or後 2 1

東アジア文化圏史演習Ⅰb 1･2前or後 2 1

東アジア文化圏史演習Ⅱa 1･2前or後 2 1

東アジア文化圏史演習Ⅱb 1･2前or後 2 1

正教世界史演習Ⅰ 1･2前 2 1

正教世界史演習Ⅱ 1･2後 2 1

正教世界史演習Ⅲ 1･2前 2 1

正教世界史演習Ⅳ 1･2後 2 1

1
教員の職位変更（24）

1ヨーロッパ中世社会史演習Ⅰ 1･2前 2

1
教員の職位変更（24）

ヨーロッパ中世社会史演習Ⅱ 1･2後 2 1

1
教員の職位変更（24）

ヨーロッパ中世社会史演習Ⅲ 1･2前 2 1

1
教員の職位変更（24）

1ヨーロッパ中世社会史演習Ⅳ 1･2後 2

イギリス帝国史演習Ⅰ 1･2前 2 1

イギリス帝国史演習Ⅱ 1･2後 2 1

イギリス帝国史演習Ⅲ 1･2前 2 1

イギリス帝国史演習Ⅳ 1･2後 2 1

学際融合型プログラム　比較文学

比較文学基礎論　　 1前 2

3 4

2 5

1
担当教員の変更（24）

比較文学特論Ⅰa 1前 2 1

1前 1 カリキュラム編成の都合により，開講学期
及び担当教員を変更（24）
ｵﾑﾆﾊﾞｽ比較文学特論Ⅰb 1後 2 1 2

比較文学特論Ⅰc 1前or後 2 1

1

比較文学特論Ⅰd 1前or後 2 1 2

1
教員の職位変更（24）

比較文学特論Ⅱ 1前or後 2

比較文学特論Ⅲ 1前or後 2 1

1前

1後

1

1後 カリキュラム編成の都合により，
開講学期を変更（24）比較文学特論Ⅳa 1前 2

カリキュラム編成の都合により，
開講学期を変更（24）比較文学特論Ⅳb 1後 2 1

カリキュラム編成の都合により，
開講学期を変更（24）比較文学特論Va 1前 2

専
門
基
礎
科
目
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兼1
カリキュラム編成の都合により，担当教員
を変更（25）

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1
カリキュラム編成の都合により，担当教員
を変更（25）

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼3

兼1

兼1
カリキュラム編成の都合により，担当教員
を変更（24）

兼1
カリキュラム編成の都合により，担当教員
を変更（24）

カリキュラム編成の都合により，担当教員
を変更（25）

カリキュラム編成の都合により，担当教員
を変更（24）

カリキュラム充実の理由により，科目追加
（25）

カリキュラム充実の理由により，科目追加
（25）

カリキュラム充実の理由により，科目追加
（25）

カリキュラム編成の都合により，担当教員
を変更（25）

集中講義

1前 カリキュラム編成の都合により，
開講学期を変更（24）比較文学特論Vb 1後 2 1

専
門
応
用
科
目

比較文学演習Ⅰa 1･2後 2 1

比較文学演習Ⅰb 1･2後 2 1

比較文学演習Ⅰc 1･2後 2 1

1
教員の職位変更（24）

1比較文学演習Ⅱ 1･2前or後 2

比較文学演習Ⅲ 1･2前or後 2 1

比較文学演習Ⅳa 1･2前or後 2

比較文学演習Ⅳb 1･2前or後 2 1

比較文学演習Va 1･2前or後 2

比較文学演習Vb 1･2前or後 2 1

学際融合型プログラム　ジェンダー学

専
門
基
礎
科
目

文学研究とジェンダー 1前or後 2 1

ジェンダー表象論 1前or後 2 1

ジェンダー地理学 1前or後 2 1

児童文学とジェンダー 1前or後 2

異文化理解とジェンダー 1前or後 2

環境思想とジェンダー 1前or後 2

仕事とジェンダー 1前or後 2 1

ジェンダーの発達心理学 1前or後 2

専
門
応
用
科
目

文学研究とジェンダー演習 1･2前or後 2 1

ジェンダー表象論演習 1･2前or後 2 1

福祉社会とジェンダー 1･2前or後 2

児童文学とジェンダー演習 1･2前or後 2

異文化理解とジェンダー演習 1･2前or後 2

環境思想とジェンダー演習 1･2前or後 2

学際融合型プログラム　文化資源学

2 カリキュラム編成の都合により，担当教員
を変更（24）　ｵﾑﾆﾊﾞｽ

専
門
基
礎
科
目

文化資源学概論 1前 2 5 3

伝承文化資源学Ⅰ 1前or後 2 1

1
教員の職位変更（24）

伝承文化資源学Ⅱ 1前or後 2 1

伝承文化資源学Ⅲ 1前or後 2 1

形態文化資源学Ⅰ 1前or後 2 1

形態文化資源学Ⅱ 1前or後 2 1

形態文化資源学Ⅲ 1前or後 2 1

文化資源情報学Ⅰ 1前or後 2 1

文化資源情報学Ⅱ 1前or後 2 1

文化資源学現地研修 1前or後 4 2

1

文化資源情報学Ⅲ 1前or後

伝承文化資源学演習Ⅰ 1･2前or後 2

2 1

1

1
教員の職位変更（24）

伝承文化資源学演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

形態文化資源学演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

形態文化資源学演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

文化資源情報学演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

文化資源情報学演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

文化資源学実習Ⅰ 1･2前or後 2 2

文化資源学実習Ⅱ 1･2前or後 2 2

専門深化型プログラム　人間科学コース

　　哲学

西洋哲学思想 1･2前or後 2 1

西洋哲学特論Ⅰ 1･2前or後 2 1

西洋哲学特論Ⅱ 1･2前or後 2 1

専
門

基
礎

科
目

専
門
応
用
科
目

専
門
基
礎
科
目
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兼1
カリキュラム編成の都合により，担当教員
を変更（25）

兼1
カリキュラム編成の都合により，担当教員
を変更（25）

兼1
カリキュラム編成の都合により，担当教員
を変更（25）

兼1

兼1

兼1

兼1
カリキュラム編成の都合により，担当教員
を変更（24）

倫理学特論 1･2前or後 2 1

現代哲学特論 1･2前or後 2 1

西洋哲学史Ⅰ 1･2前or後 2 1

西洋哲学史Ⅱ 1･2前or後 2 1

西洋哲学史特論Ⅰ 1･2前or後 2 1

西洋哲学史特論Ⅱ 1･2前or後 2 1

専
門
応
用
科
目

西洋哲学演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

西洋哲学演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

現代哲学演習 1･2前or後 2 1

倫理学演習 1･2前or後 2 1

倫理思想史演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

倫理思想史演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

西洋古代哲学演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

西洋古代哲学演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

西洋哲学史演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

西洋哲学史演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

　　心理学

専
門
基
礎
科
目

学習心理学特論 1前or後 2 1

認知心理学特論 1前or後 2 1

1
教員の職位変更（24）

実験心理学特論 1前or後 2 1

人格心理学特論 1前or後 2 1

臨床心理学特論 1前or後 2 1

心理臨床基礎論 1･2前or後 2

心理発達応用論 1･2前or後 2

心理学特論 1･2前or後 2

学習心理学演習Ⅰ 1･2前 2 1

学習心理学演習Ⅱ 1･2後 2 1

認知心理学演習Ⅰ 1･2前 2 1

認知心理学演習Ⅱ 1･2後 2 1

1
教員の職位変更（24）

実験心理学演習Ⅰ 1･2前 2 1

1
教員の職位変更（24）

1実験心理学演習Ⅱ 1･2後 2

臨床心理学演習Ⅰ 1･2前 2 1

臨床心理学演習Ⅱ 1･2後 2 1

人格心理学演習Ⅰ 1･2前 2 1

人格心理学演習Ⅱ 1･2後 2 1

3 2
教員の職位変更（24）

心理学特別演習Ⅰ 1･2前 2 2 3

3 2
教員の職位変更（24）

心理学特別演習Ⅱ 1･2後 2 2 3

3 2
教員の職位変更（24）

心理学基礎実習Ⅰ 1･2前 2 2 3

3 2
教員の職位変更（24）

心理学基礎実習Ⅱ 1･2後 2 2 3

3 2
教員の職位変更（24）

応用心理学実習 1･2前or後 2 2 3

　　社会学

社会理論 1前or後 2 1

社会分析 1前or後 2 2 1

2 カリキュラム編成の都合により，担当教員
を変更（24）データ収集基礎論 1前or後 2 1

データ分析基礎論 1前or後 2 1

社会学調査実習 1前 2 2 1

社会学分析実習 1後 2 2 1

社会学外国語演習Ⅰ 1前or後 2 2 1

専
門
基
礎
科
目

専
門
応
用
科
目

専
門
基
礎
科
目
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兼1

兼1

兼1
カリキュラム編成の都合により，担当教員
を変更（25）

兼1 集中講義

兼1 集中講義

兼1 集中講義

兼1
カリキュラム編成の都合により，
担当教員を変更（25）

教員の職位変更（24）

兼1 集中講義

カリキュラム編成の都合により，
担当教員を変更（25）

教員の職位変更（24）

カリキュラム編成の都合により，
担当教員を変更（25）

教員の職位変更（24）

カリキュラム編成の都合により，
担当教員を変更（25）

教員の職位変更（24）

カリキュラム編成の都合により，
担当教員を変更（25）

教員の職位変更（24）

カリキュラム編成の都合により，
担当教員を変更（25）

専
門
応
用
科
目

社会学説史特論 1･2前or後 2 1

社会変動論特論 1･2前or後 2  1

社会行動論特論 1･2前or後 2 1

社会学演習Ⅰ 1･2前or後 2 1  

社会学演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

社会学演習Ⅲ 1･2前or後 2 1

社会学外国語演習Ⅱ 1･2前or後 2 2 1

　　地理学

専
門
基
礎
科
目

地理学特論Ⅰ 1前or後 2 1

地理学特論Ⅱ 1前or後 2 1

地理学特論Ⅲ 1前or後 2 1

地理学特論Ⅳ 1前or後 2 1

地理学特論Ⅴ 1前or後 2

地理学特論Ⅵ 1前or後 2

地誌学特論Ⅰ 1前or後 2 1

地誌学特論Ⅱ 1前or後 2 1

地誌学特論Ⅲ 1前or後 2 1

地誌学特論Ⅳ 1前or後 2 1

専
門
応
用
科
目

地理学演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

地理学演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

地理学演習Ⅲ 1･2前or後 2 1

地域プランニング演習 1･2前 2 1

地域調査演習 1･2前 2 2

地域プランニング実習 1･2前後 2 1

地域調査実習 1･2後 2 2

1 カリキュラム編成の都合により，
担当教員を変更（24）2地理学実習 1･2前 2 1

専門深化型プログラム　歴史学コース

　　日本史学

専
門
基
礎
科
目

日本古代中世史Ⅰ 1前or後 2 1

日本古代中世史Ⅱ 1前or後 2 1

日本古代中世史Ⅲ 1前 2

1

日本近世近代史Ⅰ 1前or後 2 1

日本近世近代史Ⅱ 1前or後 2 1

日本近世近代史Ⅲ 1前 2

日本古代史演習Ⅰ 1･2前 2 1

日本古代史演習Ⅱ 1･2後 2 1

日本古代史演習Ⅲ 1･2前 2 1

日本古代史演習Ⅳ 1･2後 2 1

日本中世史演習Ⅰ 1･2前 2 1

日本中世史演習Ⅱ 1･2後 2 1

日本中世史演習Ⅲ 1･2前 2 1

日本中世史演習Ⅳ 1･2後 2 1

1

日本近世史演習Ⅰ 1･2前 2 1

1

日本近世史演習Ⅱ 1･2後 2 1

1

日本近世史演習Ⅲ 1･2前 2 1

1

日本近世史演習Ⅳ 1･2後 2 1

日本近代史演習Ⅰ 1･2前 2 1

日本近代史演習Ⅱ 1･2後 2 1

日本近代史演習Ⅲ 1･2前 2 1

日本近代史演習Ⅳ 1･2後 2 1

1 2

2 1
教員の職位変更（24）

日本史学研究法演習Ⅰ 1･2前 2 1 2

専
門
応
用
科
目
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カリキュラム編成の都合により，
担当教員を変更（25）

カリキュラム編成の都合により，
担当教員を変更（25）

カリキュラム編成の都合により，
担当教員を変更（25）

カリキュラム編成の都合により，
担当教員を変更（25）

兼1

兼1

兼1 集中講義

兼1 集中講義

兼1

兼1

兼1

兼1 集中講義

兼1 集中講義

1 2

2 1
教員の職位変更（24）

日本史学研究法演習Ⅱ 1･2後 2 1 2

1 2

2 1
教員の職位変更（24）

2日本史学研究法演習Ⅲ 1･2前 2 1

1 2

2 1
教員の職位変更（24）

日本史学研究法演習Ⅳ 1･2後 2 1 2

1 2

2 1 教員の職位変更（24）
ｵﾑﾆﾊﾞｽ日本史学実習 1･2後 2 1 2

　　東洋史学

専
門
基
礎
科
目

東洋史学特論Ⅰa 1前or後 2 1

東洋史学特論Ⅰb 1前or後 2 1

東洋史学特論Ⅱa 1前or後 2

東洋史学特論Ⅱb 1前or後 2

東洋史学特論Ⅲa 1前or後 2 1

東洋史学特論Ⅲb 1前or後 2 1

東洋史学特論Ⅳa 1前or後 2 1

東洋史学特論Ⅳb 1前or後 2 1

東洋史学特論Ⅴa 1前or後 2

東洋史学特論Ⅴb 1前or後 2

専
門
応
用
科
目

東洋史学演習Ⅰa 1･2前or後 2 1

東洋史学演習Ⅰb 1･2前or後 2 1

東洋史学演習Ⅱa 1･2前or後 2

東洋史学演習Ⅱb 1･2前or後 2

東洋史学演習Ⅲa 1･2前or後 2 1

東洋史学演習Ⅲb 1･2前or後 2 1

東洋史学演習Ⅳa 1･2前or後 2 1

東洋史学演習Ⅳb 1･2前or後 2 1

東洋史学基礎実習 1･2前 4 1 1

東洋史学展開実習 1･2後 4 1

　　西洋史学

専
門
基
礎
科
目

地中海世界史特論Ⅰ 1前or後 2 1

地中海世界史特論Ⅱ 1前or後 2 1

1
教員の職位変更（24）

1西洋中世史特論Ⅰ 1前or後 2

1
教員の職位変更（24）

西洋中世史特論Ⅱ 1前or後 2 1

西洋近代史特論Ⅰ 1前or後 2 1

西洋近代史特論Ⅱ 1前or後 2 1

西洋史学特論Ⅰ 1前or後 2

西洋史学特論Ⅱ 1前or後 2

専
門
応
用
科
目

地中海世界史演習Ⅰ 1･2前 2 1

地中海世界史演習Ⅱ 1･2後 2 1

地中海世界史演習Ⅲ 1･2前 2 1

地中海世界史演習Ⅳ 1･2後 2 1

1
教員の職位変更（24）

西洋中世史演習Ⅰ 1･2前 2 1

1
教員の職位変更（24）

西洋中世史演習Ⅱ 1･2後 2 1

1
教員の職位変更（24）

西洋中世史演習Ⅲ 1･2前 2 1

1
教員の職位変更（24）

西洋中世史演習Ⅳ 1･2後 2 1

西洋近代史演習Ⅰ 1･2前 2 1

西洋近代史演習Ⅱ 1･2後 2 1

西洋近代史演習Ⅲ 1･2前 2 1

西洋近代史演習Ⅳ 1･2後 2 1

専
門
応
用
科
目
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兼1 集中講義

兼1 集中講義

兼1

兼1

兼1 集中講義

兼1 集中講義

カリキュラム編成の都合により，担当教員
を変更（25）

カリキュラム編成の都合により，担当教員
を変更（25）

オムニバス

兼1

兼1

カリキュラム編成の都合により，担当教員
を変更（25）

兼1
カリキュラム編成の都合により，担当教員
を変更（25）

兼1

兼1

兼1 集中講義

　　考古学

1 カリキュラム充実の都合により，
担当教員を変更（24）

専
門
基
礎
科
目

比較考古学特論Ⅰ 1前 2 1

1 カリキュラム充実の都合により，
担当教員を変更（24）比較考古学特論Ⅱ 1後 2 1

地域考古学特論Ⅰ 1前 2 1

地域考古学特論Ⅱ 1後 2 1

比較文化考古学特論Ⅰ 1前 2

比較文化考古学特論Ⅱ 1前 2

専
門
応
用
科
目

アジア考古学演習Ⅰ 1･2前 2 1

1 カリキュラム充実の都合により，
担当教員を変更（24）アジア考古学演習Ⅱ 1･2後 2 1

アジア考古学演習Ⅲ 1･2前 2 1

1 カリキュラム充実の都合により，
担当教員を変更（24）アジア考古学演習Ⅳ 1･2後 2 1

地域文化考古学演習Ⅰ 1･2前 2 1

1 カリキュラム充実の都合により，
担当教員を変更（24）地域文化考古学演習Ⅱ 1･2後 2 1

地域文化考古学演習Ⅲ 1･2前 2 1

1 カリキュラム充実の都合により，
担当教員を変更（24）地域文化考古学演習Ⅳ 1･2後 2 1

考古学実習Ⅰ 1･2前 2 1 1

考古学実習Ⅱ 1･2後 2 1 1

考古学実習Ⅲ 1･2前 2 1 1

考古学実習Ⅳ 1･2後 2 1 1

専門深化型プログラム　言語・文学コース

　　日本語学日本文学

専
門
基
礎
科
目

日本語学特論Ⅰ 1前or後 2 1

日本語学特論Ⅱ 1前or後 2 1

現代日本語学特論Ⅰ 1前or後 2

現代日本語学特論Ⅱ 1前or後 2

日本語研究特講Ⅰ 1前or後 2

日本語研究特講Ⅱ 1･2前or後 2

日本古典学特論Ⅰ 1前or後 2 1

日本古典学特論Ⅱ 1前or後 2 1

日本近代文学特論 1前or後 2 1

1

近代文学と古典 1前or後 2 1 2

専
門
応
用
科
目

日本語学演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

日本語学演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

現代日本語学演習Ⅰ 1･2前or後 2

現代日本語学演習Ⅱ 1･2前or後 2

日本古典学演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

日本古典学演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

古典の変容と新生Ⅰ 1･2前or後 2 1

古典の変容と新生Ⅱ 1･2前or後 2 1

日本近代文学演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

日本近代文学演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

　　中国語学中国文学

1前 3 カリキュラム編成の都合により，開講学期
を変更，教員の職位変更（24）
ｵﾑﾆﾊﾞｽ

専
門
基
礎
科
目

中国文化環境学　　 1後 2 2 1

1
教員の職位変更（24）

中国文学史各論Ⅰ 1前 2 1

中国文学史各論Ⅱ 1後 2

1
教員の職位変更（24）

1中国文学各論Ⅰ 1前 2

1前 カリキュラム編成の都合により，
開講学期を変更（24）中国文学各論Ⅱ 1後 2

中国文学各論Ⅲ 1･2前 2
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兼1 集中講義

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

専
門
基
礎
科
目

中国文学各論Ⅳ 1･2前 2

中国語学各論Ⅰ 1前 2 1

中国語学各論Ⅱ 1後 2 1

中国語学各論Ⅲ 1前 2 1

1前 カリキュラム編成の都合により，
開講学期を変更（24）中国語学各論Ⅳ 1後 2 1

専
門
応
用
科
目

中国語文法学演習Ⅰ 1･2後 2 1

中国語文法学演習Ⅱ 1･2後 2 1

中国音韻方言学演習Ⅰ 1･2前 2 1

中国音韻方言学演習Ⅱ 1･2前 2 1

日中対照言語学基礎演習 1･2前 2 1

日中対照言語学発展演習 1･2後 2 1

1
教員の職位変更（24）

11･2後 2

1
教員の職位変更（24）

中国文学演習Ⅱ 1･2後 2 1

1
教員の職位変更（24）

中国文学演習Ⅲ 1･2前 2

教員の職位変更（24）
1

1

1

中国文学演習Ⅳ 1･2前 2

専
門
基
礎
科
目

英語学序説Ⅰa　　 1･2前 2 1

英語学序説Ⅰb 1･2後 2 1

英語学序説Ⅱa 1･2前 2 1

英語学序説Ⅱb 1･2後 2 1

英語学特論Ⅰa 1前 2 1

英語学特論Ⅰb 1後 2 1

英語学特論Ⅱa 1前 2 1

英語学特論Ⅱb 1後 2 1

英米文化特論Ⅰa 1・2前 2

英米文化特論Ⅰb 1・2後 2

英米文化特論Ⅱa 1・2前 2

英米文化特論Ⅱb 1・2後 2

イギリス言語文化研究Ⅰa 1・2前 2 1

イギリス言語文化研究Ⅰb 1・2後 2 1

イギリス言語文化研究Ⅱa 1・2前 2 1

イギリス言語文化研究Ⅱb 1・2後 2 1

英語圏文学特論Ⅰa 1・2前 2 1

英語圏文学特論Ⅰb 1・2後 2 1

英語圏文学特論Ⅱa 1・2前 2 1

英語圏文学特論Ⅱb 1・2後 2 1

比較英米文化論Ⅰa 1･2前 2

比較英米文化論Ⅰb 1･2後 2

比較英米文化論Ⅱa 1･2前 2

比較英米文化論Ⅱb 1･2後 2

英文法演習Ⅰa　　 1・2前 2 1

英文法演習Ⅰb 1・2後 2 1

英文法演習Ⅱa 1・2前 2 1

英文法演習Ⅱb 1・2後 2 1

英語学演習Ⅰa　　 1・2前 2 1

英語学演習Ⅰb 1・2後 2 1

英語学演習Ⅱa　 1・2前 2 1

英語学演習Ⅱb 1・2後 2 1

英文学演習Ⅰa 1・2前 2 1

英文学演習Ⅰb 1・2後 2 1

英文学演習Ⅱa 1・2前 2 1

英文学演習Ⅱb 1・2後 2 1

英語圏文学演習Ⅰa 1・2前 2 1

英語圏文学演習Ⅰb 1・2後 2 1

英語圏文学演習Ⅱa 1・2前 2 1

英語圏文学演習Ⅱb 1・2後 2 1

英米文化演習Ⅰa 1・2前 2

英米文化演習Ⅰb 1・2後 2

英米文化演習Ⅱa 1・2前 2

英米文化演習Ⅱb 1・2後 2

専
門
応
用
科
目

　　英語学英米文学

中国文学演習Ⅰ
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カリキュラム充実の都合により，
担当教員を変更（25）

カリキュラム充実の都合により，
担当教員を変更（24）

カリキュラム充実の都合により，
担当教員を変更（25）

カリキュラム充実の都合により，
担当教員を変更（24）

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

教員の職位変更（25）

教員の職位変更（25）

兼1

兼1

　　ドイツ語学ドイツ文学

専
門
基
礎
科
目

ドイツ語学研究論Ⅰ　　 1前or後 2 1

1

ドイツ語学研究論Ⅱ 1前or後 2 1

ドイツ語学特論Ⅰ　　 1前or後 2 1

1

ドイツ語学特論Ⅱ　　 1前or後 2 1

ドイツ文学研究論Ⅰ　　 1前or後 2 1

ドイツ文学研究論Ⅱ　 1前or後 2

ドイツ文学特論Ⅰ　　 1前or後 2 1

ドイツ文学特論Ⅱ　 1前or後 2

専
門
応
用
科
目

ドイツ語学基礎演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

ドイツ語学基礎演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

ドイツ語学総合演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

ドイツ語学総合演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

ドイツ近代文学演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

ドイツ近代文学演習Ⅱ 1･2前or後 2

ドイツ文学演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

ドイツ文学演習Ⅱ 1･2前or後 2

ドイツ語運用力演習Ⅰ 1･2前or後 2

ドイツ語運用力演習Ⅱ 1･2前or後 2

ドイツ語運用力演習Ⅲ 1･2前or後 2

ドイツ語運用力演習Ⅳ 1･2前or後 2

　　フランス語学フランス文学

専
門
基
礎
科
目

フランス語学Ⅰ 1前 2 1

フランス語学Ⅱ 1後 2 1

フランス語学特論Ⅰ 1前 2 1

フランス語学特論Ⅱ 1後 2 1

フランス文学Ⅰa 1前 2

1前 カリキュラム編成の都合により，
開講学期を変更（24）フランス文学Ⅰb 1後 2 1

フランス文学Ⅱa 1前 2

フランス文学Ⅱb 1後 2 1

フランス文学特論Ⅰa 1前 2

フランス文学特論Ⅰb 1後 2 1

フランス文学特論Ⅱa 1前 2

フランス文学特論Ⅱb 1後 2 1

専
門
応
用
科
目

フランス語学演習Ⅰ 1･2前 2 1

フランス語学演習Ⅱ 1･2後 2 1

フランス語学演習Ⅲ 1･2前 2 1

フランス語学演習Ⅳ 1･2後 2 1

フランス文学演習Ⅰa 1･2前 2

フランス文学演習Ⅰb 1･2前 2 1

フランス文学演習Ⅱa 1･2後 2

フランス文学演習Ⅱb 1･2後 2 1

フランス文学演習Ⅲa 1･2前 2

フランス文学演習Ⅲb 1･2前 2 1

フランス文学演習Ⅳa 1･2後 2

フランス文学演習Ⅳb 1･2後 2 1

　　言語学

1

専
門
基
礎
科
目

個別言語特論Ⅰ 1前 2 1

1

個別言語特論Ⅱ 1後 2 1

言語学特論Ⅰ 1・2前 2

言語学特論Ⅱ 1・2前 2

1 カリキュラム編成の都合により，担当教員
を変更（25）言語科学研究 1前 2 1
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兼1 集中講義

兼1 集中講義

兼1
カリキュラム編成の都合により，
担当教員を変更（24）

兼1
カリキュラム編成の都合により，
担当教員を変更（24）

カリキュラム編成の都合により，
担当教員を変更（25）

兼1
カリキュラム編成の都合により，
担当教員を変更（24）

兼1
カリキュラム編成の都合により，
担当教員を変更（24）

兼1

カリキュラム編成の都合により，
担当教員を変更（25）

カリキュラム編成の都合により，
担当教員を変更（24）

兼1
カリキュラム編成の都合により，
担当教員を変更（24）

兼1

教員の職位変更（24）

兼1

教員の職位変更（24）

専
門
応
用
科
目

記述言語学実践研究 1・2後 2 1

言語学特論Ⅲ 1・2前 2

言語学特論Ⅳ 1・2前 2

言語学理論演習Ⅰ 1・2前 2 1

言語学理論演習Ⅱ 1・2後 2 1

専門深化型プログラム　文化資源学コース

　　文化遺産学

専
門
基
礎
科
目

芸術学特論 1前or後 2 1

美術史特論 1前or後 2 1

文明学特論 1前or後 2 1

先史学特論 1前or後 2 1

物質文化史特論 1前or後 2 1

技術文化史特論 1前or後 2 1

文化遺産学特論Ⅰ 1前or後 2 1

文化遺産学特論Ⅱ 1前or後 2 1

2 カリキュラム編成の都合により，
担当教員を変更（24）　　ｵﾑﾆﾊﾞｽ

専
門
応
用
科
目

文化遺産学実習Ⅰ 1前 2 3

2 カリキュラム編成の都合により，
担当教員を変更（24）　　ｵﾑﾆﾊﾞｽ文化遺産学実習Ⅱ 1後 2 3

芸術学演習 1･2前or後 2 1

美術史演習 1･2前or後 2 1

文明学演習 1･2前or後 2 1

先史学演習 1･2前or後 2 1

物質文化史演習 1･2前or後 2 1

技術文化史演習 1･2前or後 2 1

　　比較文化学

専
門
基
礎
科
目

文化表象論 1前 2 1

表現文化論 1後 2 1

比較文化史 1前 2 1

宗教造形論 1前 2 1

東方文化交流史 1後 2 1

アジア文化環境論 1後 2 1

民族文化論 1･2前or後 2

専
門
応
用
科
目

比較文化学実習Ⅰ 1前 2 1 1

比較文化学実習Ⅱ 1後 2 1 1

宗教芸術論演習Ⅰ 1･2前 2 1

宗教芸術論演習Ⅱ 1･2後 2 1

文化変容論演習Ⅰ 1･2前 2 1

文化変容論演習Ⅱ 1･2後 2 1

1

文化交流史演習Ⅰ 1･2前 2 1

文化交流史演習Ⅱ 1･2後 2 1

　　文化人類学

文化動態論 1後 2 1

1

地域社会動態論 1前 2

文化人類学特論 1前

社会人類学特論 1後

2 1

1

1

2 1

文化構造論 1後 2 1

社会動態論 1前 2 1

専
門
基
礎
科
目
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教員の職位変更（24）

教員の職位変更（24）

教員の職位変更（24）

教員の職位変更（24）

2

専
門
応
用
科
目

文化人類学調査実習 1前 2 1 1

2

文化人類学分析実習 1後 2 1 1

文化人類学演習Ⅰ 1･2前 2 1

文化人類学演習Ⅱ 1･2後 2 1

1

社会人類学演習Ⅰ 1･2前 2 1

1

社会人類学演習Ⅱ 1･2後 2 1

人類学演習Ⅰ 1･2前 2 1

人類学演習Ⅱ 1･2後 2 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　

（注）・　届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  届出時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

　　　　で，前年度報告時（平成２３年度に届出された大学等は届出時）よる変更されているものは赤字見え消し

　　　　修正し，「備考」に赤字で都合・変更年月等を記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　「配当年次」について，届出時に開講時期を記載する必要がなかった学部等（平成１９年度届出以前）に

　　　　ついても，届出時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時よる修正があれば，赤字で見え消し

　　　　修正をしてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

（２） 授業科目数

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

必　修 選　択 自　由 計 必　修 選　択 自　由 計

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

18 454 0 472 18 457 0

[　　  ] [   3   ] [　　  ] [   3   ]

　　　別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，［　］内に，届出時の計画

　　　からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

（注）・未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入する（資格に関する課程など，

475
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番号 授業科目名 単位数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

番号 授業科目名 単位数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

２

３

（３） 未開講科目

（注）・　届出時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

（４） 廃止科目

（注）・　届出時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入してください。

　　　　なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

該当なし

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

　　　　知方法」を記入してください。

（６） 「認可時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

未開講科目と廃止科目の計
＝ 0

認可時の計画の授業科目数の計

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。
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教員の退職による担当変更(25)

カリキュラム編成の都合により，担
当教員を変更(25)

カリキュラム編成の都合により，担
当教員を変更(25)

カリキュラム編成の都合により，担
当教員を変更(25)

カリキュラム編成の都合により，担
当教員を変更(25)

カリキュラム編成の都合により，担
当教員を変更(25)

カリキュラム編成の都合により，担
当教員を変更(25)

カリキュラム編成の都合により，担
当教員を変更(25)

カリキュラム編成の都合により，担
当教員を変更(25)

カリキュラム編成の都合により，担
当教員を変更(25)

カリキュラム編成の都合により，担
当教員を変更(25)

カリキュラム編成の都合により，担
当教員を変更(25)

教員の退職による担当変更(25)

教員の退職による担当変更(25)

教員の退職による担当変更(25)

教員の退職による担当変更(25)

法思想史演習Ⅱ 2後 2 1

法思想史特論Ⅱ 2前 2 1

法思想史演習Ⅰ 1後 2 1

法思想史特論Ⅰ 1前 2 1

環境法思想演習Ⅱ 2後 2 1

環境法思想特論Ⅱ 2前 2 1

環境法思想演習Ⅰ 1後 2 1

環境法思想特論Ⅰ 1前 2 1

外国法演習Ⅱ 2後 2 1

外国法特論Ⅱ 2前 2 1

外国法演習Ⅰ 1後 2 1

外国法特論Ⅰ 1前 2 1

東洋法制史演習Ⅱ 2後 2 1

東洋法制史特論Ⅱ 2前 2 1

東洋法制史演習Ⅰ 1後 2 1

東洋法制史特論Ⅰ 1前 2 1

西洋法制史演習Ⅱ 2後 2 1

西洋法制史特論Ⅱ 2前 2 1

西洋法制史演習Ⅰ 1後 2 1

西洋法制史特論Ⅰ 1前 2 1

日本法制史演習Ⅱ 2後 2 1

日本法制史特論Ⅱ 2前 2 1

日本法制史演習Ⅰ 1後 2 1

日本法制史特論Ⅰ 1前 2 1

法理学演習Ⅱ 2後 2 1

法理学特論Ⅱ 2前 2 1

法理学演習Ⅰ 1後 2 1

法理学特論Ⅰ 1前 2 1

　　基礎法学プログラム

論文指導Ⅳ 2前・後 2
14
15

13
11

論文指導Ⅲ 2前・後 2
14
15

13
11

論文指導Ⅱ 1前・後 2
14
15

13
11

論文指導Ⅰ 1前・後 2
14
15

13
11

インターンシップ 1前・後 2
14
15

13
11

プロジェクト研究 1前・後 2
14
15

13
11

基礎講義Ⅲ 1前・後 2
14
15

13
11

基礎講義Ⅱ 1前・後 4
14
15

13
11

基礎講義Ⅰ 1前・後 4
14
15

13
11

日本法入門（英） 1後 2 5
10
8

日本法入門 1前 2 5
10
8

文献情報論（政治学） 1前 2 3 3

助　教 助　手

専
攻
共
通
科
目

文献情報論（法学） 1前 2
6
7

0

授業科目の名称 配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師
備　　　　考

選
択
必
修
科
目

２　授業科目の概要

＜人間社会環境研究科　法学・政治学専攻＞

（１） 授業科目表

科目
区分
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兼1 教員の退職による担当変更(25)

兼1 教員の退職による担当変更(25)

教員の昇任による変更(25)

教員の昇任による変更(25)

教員の昇任による変更(25)

教員の昇任による変更(25)

教員の退職による担当変更(25)

教員の退職による担当変更(25)

教員の退職による担当変更(25)

教員の退職による担当変更(25)

カリキュラム編成の都合により，担
当教員を追加(25)

カリキュラム編成の都合により，担
当教員を追加(25)

カリキュラム編成の都合により，担
当教員を追加(25)

カリキュラム編成の都合により，担
当教員を追加(25)

カリキュラム編成の都合により，担
当教員を追加(25)

カリキュラム編成の都合により，担
当教員を追加(25)

カリキュラム編成の都合により，担
当教員を追加(25)

カリキュラム編成の都合により，担
当教員を追加(25)

1

1

商法特論第二Ⅱ 2前 2

1

商法演習第二Ⅰ 1後 2

1

商法特論第二Ⅰ 1前 2

1

商法演習第一Ⅱ 2後 2

1

商法特論第一Ⅱ 2前 2

1

商法演習第一Ⅰ 1後 2

1

商法特論第一Ⅰ 1前 2

1

民事訴訟法演習Ⅱ 2後 2

1

民事訴訟法特論Ⅱ 2前 2

1

民事訴訟法演習Ⅰ 1後 2

1

民事訴訟法特論Ⅰ 1前 2

1

民法演習第二Ⅱ 2後 2

1

民法特論第二Ⅱ 2前 2

1

民法演習第二Ⅰ 1後 2

1 1

民法特論第二Ⅰ 1前 2

1 1

民法演習第一Ⅱ 2後 2

1 1

民法特論第一Ⅱ 2前 2

1 1

民法演習第一Ⅰ 1後 2

　
選
択
必
修
科
目

民法特論第一Ⅰ 1前 2

　　民事法学プログラム

社会保障法演習Ⅱ 2後 2 1

社会保障法特論Ⅱ 2前 2 1

社会保障法演習Ⅰ 1後 2 1

社会保障法特論Ⅰ 1前 2 1

労働法演習Ⅱ 2後 2 1

労働法特論Ⅱ 2前 2 1

労働法演習Ⅰ 1後 2 1

1

労働法特論Ⅰ 1前 2 1

1

刑事訴訟法演習Ⅱ 2後 2 1

1

刑事訴訟法特論Ⅱ 2前 2 1

1

刑事訴訟法演習Ⅰ 1後 2 1

1

刑事訴訟法特論Ⅰ 1前 2 1

1

刑法演習Ⅱ 2後 2 1

1

刑法特論Ⅱ 2前 2 1

1

刑法演習Ⅰ 1後 2 1

刑法特論Ⅰ 1前 2 1

国際法演習Ⅱ 2後 2 1

国際法特論Ⅱ 2前 2 1

国際法演習Ⅰ 1後 2 1

1

国際法特論Ⅰ 1前 2 1

1

税財政法演習Ⅱ 2後 2

1

税財政法特論Ⅱ 2前 2

1

税財政法演習Ⅰ 1後 2

1

税財政法特論Ⅰ 1前 2

1

行政法演習Ⅱ 2後 2

1

行政法特論Ⅱ 2前 2

1

行政法演習Ⅰ 1後 2

1

行政法特論Ⅰ 1前 2

1

憲法演習Ⅱ 2後 2

1

憲法特論Ⅱ 2前 2

1

憲法演習Ⅰ 1後 2

　
選
択
必
修
科
目

憲法特論Ⅰ 1前 2

　　公法学・社会法学プログラム
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科目名の変更(25)

カリキュラム編成の都合により，担
当教員を追加(25)

カリキュラム編成の都合により，担
当教員を追加(25)

カリキュラム編成の都合により，担
当教員を追加(25)

カリキュラム編成の都合により，担
当教員を追加(25)

教員の退職による担当変更(25)

教員の退職による担当変更(25)

カリキュラム編成の都合により，担
当教員を変更(25)

カリキュラム編成の都合により，担
当教員を変更(25)

カリキュラム編成の都合により，担
当教員を変更(25)

カリキュラム編成の都合により，担
当教員を変更(25)

公法特講Ⅰ 1前・後 2

アジア政治特論Ⅰ 1前or後 2

比較政治学特論Ⅰ 1前or後 2

国際政治史（西洋）特論Ⅰ 1前or後 2

国際政治史（東洋）特論Ⅰ 1前or後 2

国際関係特論Ⅰ 1前or後 2

3

選
択
科
目

福祉政策特論 1前or後 2

3

公共システム論研究会Ⅱ 2前・後 2 3

7
4

公共システム論研究会Ⅰ 1前・後 2 3

7
4

民事法研究会Ⅱ 2前・後 2 1

3
4

民事法研究会Ⅰ 1前・後 2 1

3
4

公法研究会Ⅱ 2前・後 2 4

0

公法研究会Ⅰ 1前・後 2 4

基礎法研究会Ⅱ 2前・後 2
6
7

6
7

0

1

研
究
会
科
目

基礎法研究会Ⅰ 1前・後 2

1

政治コミュニケーション論演習Ⅱ 2後 2

1

政治コミュニケーション論特論Ⅱ 2前 2

1

政治コミュニケーション論演習Ⅰ 1後 2

1

政治コミュニケーション論特論Ⅰ 1前 2

1

政治思想史演習Ⅱ 2後 2

1

政治思想史特論Ⅱ 2前 2

1

政治思想史演習Ⅰ 1後 2

1

政治思想史特論Ⅰ 1前 2

1

計量政治学演習Ⅱ 2後 2

1

計量政治学特論Ⅱ 2前 2

1

計量政治学演習Ⅰ 1後 2

1

計量政治学特論Ⅰ 1前 2

1

政策過程論演習Ⅱ 2後 2

1

政策過程論特論Ⅱ 2前 2

1

政策過程論演習Ⅰ 1後 2

1

政策過程論特論Ⅰ 1前 2

1

政治社会学演習Ⅱ 2前 2

1

政治社会学特論Ⅱ 2前 2

1

政治社会学演習Ⅰ 1後 2

1

政治社会学特論Ⅰ 1前 2

1

公共政策論演習Ⅱ 2後 2

1

公共政策論特論Ⅱ 2前 2

1

公共政策論演習Ⅰ 1後 2

選
択
必
修
科
目

公共政策論特論Ⅰ 1前 2

　　政治学プログラム

知的財産法演習Ⅱ 2後 2 1

知的財産法特論Ⅱ 2前 2 1

知的財産法演習Ⅰ 1後 2 1

1

知的財産法特論Ⅰ 1前 2 1

1

国際取引法演習 2後 2 1

1

国際取引法特論 1後 2 1

1

国際私法演習 2前 2 1

1

国際私法特論 1前 2 1

1

経済法演習ⅠⅡ 2後 2

1

経済法特論Ⅱ 2前 2

1

経済法演習Ⅰ 1後 2

経済法特論Ⅰ 1前 2

1

　
選
択
必
修
科
目

商法演習第二Ⅱ 2後 2
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（注）・未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入する（資格に関する課程など，

　　　別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，［　］内に，届出時の計画

　　　からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

149

[　　　] [　　　] [　　　] [　　　]

科目 科目

4 145 0 149 4 145 0

必　修 選　択 自　由 計

科目 科目 科目 科目 科目 科目

（２） 授業科目数

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

必　修 選　択 自　由 計

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　「配当年次」について，届出時に開講時期を記載する必要がなかった学部等（平成１９年度届出以前）に

　　　　ついても，届出時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，赤字で見え消し

　　　　修正をしてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

　

（注）・　届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  届出時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

　　　　で，前年度報告時（平成２３年度に届出された大学等は届出時）より変更されているものは赤字見え消し

　　　　修正し，「備考」に赤字で都合・変更年月等を記入してください。

　 　 　 　 　 　 　 　
民事法特講Ⅱ 1前・後 2

刑事法特講Ⅱ 1前・後 2

刑事法特講Ⅰ 1前・後 2選
択
科
目

公法特講Ⅱ 1前・後 2

民事法特講Ⅰ 1前・後 2
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ 日本法制史特論Ⅰ 2 1前 専門 選択 次年度開講

２ 日本法制史演習Ⅰ 2 1後 専門 選択 次年度開講

２ 日本法制史特論Ⅱ 2 2前 専門 選択 次年度開講

２ 日本法制史演習Ⅱ 2 2後 専門 選択 次年度開講

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

２

３

　　　　

未開講科目と廃止科目の計
＝ 0.02

認可時の計画の授業科目数の計

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

　　　　知方法」を記入してください。

（６） 「認可時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

（注）・　届出時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入してください。

　　　　なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　次年度に開講するので、履修機会もあり、修了要件に影響はない。
　なお、学生には履修に関するオリエンテーションにおいて周知している。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

（４） 廃止科目

（３） 未開講科目

（注）・　届出時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。
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兼 4
教員の職位変更(24)
教員の退職による担当変更及び職位変
更(25)

兼 4
教員の職位変更(24)
教員の退職による担当変更及び職位変
更(25)

兼 4
教員の職位変更(24)
教員の退職による担当変更及び職位変
更(25)

兼 4

教員の職位変更(24)
教員の退職による担当変更及び職位変
更(25)
教育効果を考慮し，配当年次を変更
(25)

兼 4
教員の職位変更(24)
教員の退職による担当変更及び職位変
更(25)

兼 4
教員の職位変更(24)
教員の退職による担当変更及び職位変
更(25)

兼 4
教員の職位変更(24)
教員の退職による担当変更及び職位変
更(25)

兼 4
教員の職位変更(24)
教員の退職による担当変更及び職位変
更(25)

兼 4
教員の職位変更(24)
教員の退職による担当変更及び職位変
更(25)

兼 4
教員の職位変更(24)
教員の退職による担当変更及び職位変
更(25)

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

教員の職位変更(25)

教員の職位変更(25)

教員の退職による担当変更(25)

教員の退職による担当変更(25)

教員の職位変更(24)

教員の職位変更(24)

兼 1

兼 1

専
門
基
礎
科
目

1福祉スポーツ健康社会特論ａ 1前 2

社会保障特論ｂ 1後 2

1

社会保障特論ａ 1前 2

1

生活経済特論ｂ 1後 2

生活経済特論ａ 1前 2

社会資本特論ｂ 1後 2 1

社会資本特論ａ 1前 2 1

地方財政特論ｂ 1後 2 1

1

地方財政特論ａ 1前 2 1

1

地域経済特論ｂ 1後 2

1

地域経済特論ａ 1前 2

1

金融制度特論ｂ 1後 2

1

金融制度特論ａ 1前 2

1

応用計量経済学特論ｂ 1後 2

1

経済統計学特論ｂ 1後 2 1

1

経済統計学特論ａ 1前 2 1

マクロ経済学特論ｂ 1後 2

ミクロ経済学特論ｂ 1後 2 1

経済変動論特論ｂ 1後 2 1

1 1

経済変動論特論ａ 1前 2 1

1 1

現代経済理論特論ｂ 1後 2

現代経済理論特論ａ 1前 2

　経済理論・政策コース

経済学特別講義Ｄ 1・2後 2

経済学特別講義Ｃ 1・2前 2

経済学特別講義Ｂ 1・2後 2

9  8
10

2
3

経済学特別講義Ａ 1・2前 2

9  8
10

2
3

基礎講義Ｄ 1前or後 2
19  20

18

9  8
10

2
3

基礎講義Ｃ 1前or後 2
19  20

18

9  8
10

2
3

基礎講義Ｂ 1前or後 2
19  20

18

1

基礎講義Ａ 1前or後 2
19  20

18

9  8
10

2
3

インターンシップ 1･2前or後 2

9  8
10

2
3

総合演習Ⅱ 1･2前or後 1
19  20

18

9  8
10

2
3

総合演習Ⅰ 1･2前or後 1
19  20

18

1

プロジェクト研究
1後～2前
1･2前or後 2

19  20
18

1

応用計量経済学特論ａ 1前・後 2

マクロ経済学特論ａ 1前・後 2

9  8
10

2
3

ミクロ経済学特論ａ 1前・後 2 1

9  8
10

2
3

論文指導Ⅲ 2後 2
19  20

18

論文指導Ⅱ 2前 2
19  20

18

19  20
18

9  8
10

2
3

教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

専
攻
共
通
科
目

論文指導Ⅰ 1後 2

（１） 授業科目表

科目
区分 授業科目の名称 配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

必　修 選　択 自　由
備　　　　考

２　授業科目の概要

＜人間社会環境研究科　経済学専攻＞
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兼 1

兼 1

教員の職位変更(25)

教員の職位変更(25)

教員の退職による担当変更(25)

教員の退職による担当変更(25)

教員の職位変更(24)

教員の職位変更(24)

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

オムニバス

兼 1

兼 1

専
門
基
礎
科
目

1

1

対照社会言語学特論ｂ 1後 2

1

対照社会言語学特論ａ 1前 2

1

東アジア社会情報特論ｂ 1後 2

1

東アジア社会情報特論ａ 1前 2

1

ヨーロッパ経済特論ｂ 1後 2

1

ヨーロッパ経済特論ａ 1前 2

1

西洋経済史特論ｂ 1後 2

西洋経済史特論ａ 1前 2

アジア経済史特論ｂ 1後 2

1

アジア経済史特論ａ 1前 2

1

日本経済史特論ｂ 1後 2

1

日本経済史特論ａ 1前 2

1

国際公共経済特論ｂ 1後 2

1

国際公共経済特論ａ 1前 2

1

世界経済特論ｂ 1後 2

1

世界経済特論ａ 1前 2

1

国際金融特論ｂ 1後 2

1

国際金融特論ａ 1前 2

1

比較経済体制特論ｂ 1後 2

1

比較経済体制特論ａ 1前 2

1

社会思想史特論ｂ 1後 2

社会思想史特論ａ 1前 2

1 1

　国際社会・経済コース

1

北陸地域経済学講義 1前or後 2

1

環境経済論演習ｂ 1・2後 2

環境経済論演習ａ 1・2前 2

社会政策論演習ｂ 1・2後 2

社会政策論演習ａ 1・2前 2

社会福祉学演習ｂ 1・2後 2

1

社会福祉学演習ａ 1・2前 2

　 1

福祉スポーツ健康社会論演習ｂ 1・2後 2

福祉スポーツ健康社会論演習ａ 1・2前 2

社会保障論演習ｂ 1・2後 2

1

社会保障論演習ａ 1・2前 2

1

生活経済論演習ｂ 1・2後 2

1

生活経済論演習ａ 1・2前 2

1

社会資本論演習ｂ 1・2後 2

1

社会資本論演習ａ 1・2前 2

1

地方財政論演習ｂ 1・2後 2

1

地方財政論演習ａ 1・2前 2

1

地域経済論演習ｂ 1・2後 2

1

地域経済論演習ａ 1・2前 2

1

金融制度論演習ｂ 1・2後 2

1

金融制度論演習ａ 1・2前 2

1

応用計量経済学演習ｂ 1・2後 2

1 1

応用計量経済学演習ａ 1・2前 2

1 1

経済統計学演習ｂ 1・2後 2

1

経済統計学演習ａ 1・2前 2

1

マクロ経済学演習ｂ 1・2後 2

1

マクロ経済学演習ａ 1・2前 2

1

ミクロ経済学演習ｂ 1・2後 2

1

ミクロ経済学演習ａ 1・2前 2

1

経済変動論演習ｂ 1・2後 2

1 1

経済変動論演習ａ 1・2前 2

1 1

現代経済理論演習ｂ 1・2後 2

専
門
応
用
科
目

現代経済理論演習ａ 1・2前 2

環境経済特論ｂ 1後 2 1

環境経済特論ａ 1前 2 1

労働政策特論 1後 2

社会政策特論 1前 2

社会福祉学方法特論 1後 2

1

社会福祉学特論 1前 2

福祉スポーツ健康社会特論ｂ 1後 2

専
門
基
礎
科
目
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兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

教員の職位変更(24)

教員の職位変更(24)

教員の職位変更(24)

教員の職位変更(24)

オムニバス
　 　 　 　

1 1

　 　 　 　 　

1

北陸地域経済学講義 1前or後 2

1

ビジネスファイナンス演習ｂ 1・2後 2

1

ビジネスファイナンス演習ａ 1・2前 2

1

情報科学論演習ｂ 1・2後 2

1

情報科学論演習ａ 1・2前 2

1

生産システム論演習ｂ 1・2後 2

1

生産システム論演習ａ 1・2前 2

1

マーケティング論演習ｂ 1・2後 2

1

マーケティング論演習ａ 1・2前 2

1

組織戦略論演習ｂ 1・2後 2

1

組織戦略論演習ａ 1・2前 2

1

財務会計論演習ｂ 1・2後 2

1 1

財務会計論演習ａ 1・2前 2

1 1

会計学原理演習ｂ 1・2後 2

1

会計学原理演習ａ 1・2前 2

1

経営管理論演習ｂ 1・2後 2

1

専
門
応
用
科
目

経営管理論演習ａ 1・2前 2

1

ビジネスファイナンス特論ｂ 1後 2

ビジネスファイナンス特論ａ 1前 2

情報科学特論ｂ 1後 2 1

情報科学特論ａ 1前 2 1

生産システム特論ｂ 1後 2 1

生産システム特論ａ 1前 2 1

マーケティング特論ｂ 1後 2 1

マーケティング特論ａ 1前 2 1

組織戦略特論ｂ 1後 2 1

組織戦略特論ａ 1前 2 1

財務会計特論ｂ 1後 2 1

1

財務会計特論ａ 1前 2 1

1

会計学原理特論ｂ 1後 2 1

会計学原理特論ａ 1前 2 1

経営管理特論ｂ 1後 2 1

1

専
門
基
礎
科
目

経営管理特論ａ 1前 2

　経営情報コース

環日本海地域論演習ｂ 1・2後 2

1

環日本海地域論演習ａ 1・2前 2

1

対照社会言語学演習ｂ 1・2後 2

1

対照社会言語学演習ａ 1・2前 2

1

東アジア社会情報論演習ｂ 1・2後 2

1

東アジア社会情報論演習ａ 1・2前 2

1

ヨーロッパ経済論演習ｂ 1・2後 2

1

ヨーロッパ経済論演習ａ 1・2前 2

1

西洋経済史演習ｂ 1・2後 2

西洋経済史演習ａ 1・2前 2

アジア経済史演習ｂ 1・2後 2

1

アジア経済史演習ａ 1・2前 2

1

日本経済史演習ｂ 1・2後 2

1

日本経済史演習ａ 1・2前 2

1

国際公共経済論演習ｂ 1・2後 2

1

国際公共経済論演習ａ 1・2前 2

1

世界経済論演習ｂ 1・2後 2

1

世界経済論演習ａ 1・2前 2

1

国際金融論演習ｂ 1・2後 2

1

国際金融論演習ａ 1・2前 2

1

比較経済体制論演習ｂ 1・2後 2

1

比較経済体制論演習ａ 1・2前 2

1

社会思想史演習ｂ 1・2後 2

社会思想史演習ａ 1・2前 2

環日本海地域特論ｂ 1後 2

環日本海地域特論ａ 1前 2専
門

基
礎

科
目

専
門
応
用
科
目

専
門
応
用
科
目
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0

（注）・未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入する（資格に関する課程など，

　　　別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，［　］内に，届出時の計画

　　　からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

[　　　]

155

[　　　] [　　　] [　　　]

155 1610 161

科目 科目

計

科目 科目 科目 科目

必　修 選　択 自　由

科目

6 6

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

必　修 選　択 自　由 計

科目

　　　　修正をしてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

（２） 授業科目数

　　　・  届出時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

　　　　で，前年度報告時（平成２３年度に届出された大学等は届出時）より変更されているものは赤字見え消し

　　　　修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　「配当年次」について，届出時に開講時期を記載する必要がなかった学部等（平成１９年度届出以前）に

　　　　ついても，届出時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，赤字で見え消し

（注）・　届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ 経済変動論特論a 2 １前 専門 選択 次年度開講

２ 経済変動論特論b 2 １後 専門 選択 次年度開講

３ 経済変動論演習a 2 １前 専門 選択 次年度開講

４ 経済変動論演習b 2 １後 専門 選択 次年度開講

５ 生活経済論特論a 2 １前 専門 選択 次年度開講

６ 生活経済論特論b 2 １後 専門 選択 次年度開講

７ 生活経済論演習a 2 １前 専門 選択 次年度開講

８ 生活経済論演習b 2 １後 専門 選択 次年度開講

９ 社会政策特論 2 １前 専門 選択 次年度開講

１０ 労働政策特論 2 １後 専門 選択 次年度開講

１１ 社会政策論演習a 2 １前 専門 選択 次年度開講

１２ 社会政策論演習b 2 １後 専門 選択 次年度開講

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

２

３

（３） 未開講科目

（注）・　届出時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

（４） 廃止科目

（注）・　届出時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入してください。

　　　　なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　次年度に開講するので、履修機会もあり、修了要件に影響はない。
　なお、学生には履修に関するオリエンテーションにおいて周知している。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

　　　　知方法」を記入してください。

（６） 「認可時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

　　　　

未開講科目と廃止科目の計
＝ 0.07

認可時の計画の授業科目数の計

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。
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教員の退職による担当変更及び職位
変更(25)
オムニバス

教員の退職による担当変更及び職位
変更(25)

教員の退職による担当変更及び職位
変更(25)

教員の退職による担当変更及び職位
変更(25)

教員の退職による担当変更及び職位
変更(25)

教員の退職による担当変更及び職位
変更(25)

教員の退職による担当変更及び職位
変更(25)

教員の退職による担当変更及び職位
変更(25)

教員の退職による担当変更及び職位
変更(25)

教員の退職による担当変更及び職位
変更(25)

教員の退職による担当変更及び職位
変更(25)

教員の退職による担当変更及び職位
変更(25)

教員の職位変更(25)

教員の退職による担当変更(25)

教員の退職による担当変更及び職位
変更(25)

兼 1

兼 1

兼 1 オムニバス

兼 1
カリキュラム充実の理由により，科
目を追加（24）

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

　 　 　 教員の職位変更(25)

　 　 　

兼 1

兼 1

２　授業科目の概要

＜地域創造学専攻＞

（１） 授業科目表

科目
区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

専
攻
共
通
科
目

先端地域創造講義 1前 2
13
14

5
4

論文指導Ⅰ 1前 2
13
14

5
4

論文指導Ⅱ 1後 2
13
14

5
4

論文指導Ⅲ 2前 2
13
14

5
4

論文指導Ⅳ 2後 2
13
14

5
4

基礎講義Ａ 1前or後 2
13
14

5
4

基礎講義Ｂ 1前or後 2
13
14

5
4

基礎講義Ｃ 1前or後 2
13
14

5
4

基礎講義Ｄ 1前or後 2
13
14

5
4

地域フィールドワーク 1前･後 4
13
14

5
4

課題型インターンシップ（長期） 1前or後 8
13
14

5
4

課題型インターンシップ（短期） 1･2前or後 2
13
14

5
4

専
門
基
礎
科
目

地域社会学特論 1前 2 1

公共社会学特論 1前 2 1 1

社会政策特論 1前 2 1

社会保障特論 1前 2 1

社会福祉学特論 1前 2 1

福祉政策特論 1前 2 1 1

医療社会学特論 1後 2 1

ミクロ経済学特論 1前 2 1

地域経済学特論 1前 2 1

北陸地域経済学講義 1前 2 1

環境経済特論 1前 2 1

環境教育特論 1後 2 1

地域政策特論 1後 2 1

地域づくり特論 1前 2 1

地域居住学特論 1前 2 1

文化動態論 1後 2 1

人文地理学特論Ａ 1後 2 1

人文地理学特論Ｂ 1前 2 1

自然地理学特論 1前or後 2 1

地域農業環境学特論 1後 2 1

スポーツ社会学特論 1前 2 1

スポーツ経営学特論 1前 2 1

福祉スポーツ健康社会特論 1前 2 1

健康増進科学特論 1前 2 1

健康体力学特論 1前 2 1

健康栄養学特論 1前 2 1

健康教育学特論 1前 2 1

現代社会特論 1･2後 2 1

現代コミュニティ特論 1･2後 2 1

2 1

1

福祉社会とジェンダー 1･2前 2 1

生活保障システム特論 1･2後

1

社会福祉方法特論 1･2後 2 1

2 1

地域人口学特論 1･2前 2

地域社会動態特論 1・2前

専
門
展
開
科
目
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兼 1

カリキュラム充実の理由により，科
目を追加（24）

　 　 　 兼 1

　 　 　

　 　 　 兼 1

　 　 　 兼 1

　 　 　 兼 1

兼 1

兼 1

　 　 　

　 　 　 兼 1

　 　 　

　 　 　 教員の職位変更(25)

教員の職位変更(25)

兼 2

　 　 　 兼 1

　 　 　 兼 1

　 　 　

　 　

　 　 　 兼 1

地理情報学特論 2前 2 1

1

地域資源活用特論 1･2後 2

2 1

1

地域農業生産技術特論 1･2前 2

自然環境特論 1･2後 2 1

地域基盤安全評価特論 2前

1

環境政策特論 1･2後 2 1

2 1

環境コミュニケーション特論 1前 2

生活科学特論 1･2前 2 1

ユニバーサルデザイン特論 1･2後

1

住生活学特論 1･2後 2 1

2 1

地方財政特論 1･2前 2

NPO運営特論 1･2後 2 1

社会資本特論 1･2前

1

生涯学習特論 1･2後 2 1

2 1

1･2後 2

スポーツ政策特論 1・2後 2

1

スポーツマーケティング特論 1・2後

運動適応科学特論 1･2後 2 1

福祉スポーツ健康政策特論

健康体力評価特論 1･2後 2 1

1･2後 2 1

2 1食品機能学特論 1･2後

文化人類学演習 1･2後 2 1

健康行動学特論

1
2

地域調査・分析研究 1･2前or後 2 2 1

社会福祉調査研究

2 1

1･2後 2
2
1

社会福祉制度・政策研究 1･2後 2 3

社会福祉基礎研究 1･2前

1 1

福祉国家論研究 1･2後 2
2
1

2 1

1

地域政策研究 1･2後 2

地域環境研究 1･2前 2 2

地域農業生産研究 1･2前or後

1 1

地域環境経済論研究 1･2後 2 1

2 3

地域スポーツクラブ論研究 1･2後 2

運動と健康増進研究 2前 2 3

地域健康評価研究 2前

文化人類学研究 1･2前or後 2 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　

（注）・  設置計画書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  設置時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上で，

　　　　前年度報告時（平成２５年度に設置された大学等は設置時）より変更されているものは赤字で見え消し修正

　　　　し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・  兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。

　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，

　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合

　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）

　　　・  「配当年次」について，設置計画時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度設置以前）

　　　　についても，設置時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，赤字で見え

　　　　消し修正をしてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。
　　　　

（２） 授業科目数

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

必　修 選　択 自　由 計 必　修 選　択 自　由 計

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

815 74 0 79 5 76

[　　　] [　2　] [　　　] [　2　]

専
門
展
開
科
目

（注）・　未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入する（資格に関する課程など，

　　　　別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，［　］内に，設置時の計画

　　　　からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ 社会政策特論 2 1前 専門 選択 来年度開講

２ 生活科科学特論 2 1･2前 専門 選択 来年度開講

３ 地方財政特論 2 1･2前 専門 選択 来年度開講

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

２

３

　　　　

未開講科目と廃止科目の計
＝ 0.03

設置時の計画の授業科目数の計

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

　　　　知方法」を記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　次年度に開講するので、履修機会もあり、修了要件に影響はない。
　なお、学生には履修に関するオリエンテーションにおいて周知している。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

（４） 廃止科目

（３） 未開講科目

（注）・　設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。
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教員の退職による担当教員の
変更(25)

教員の退職による担当教員の
変更(25)

教員の退職による担当教員の
変更(25)

教員の退職による担当教員の
変更(25)

カリキュラム充実の理由により，科
目を追加（25）

カリキュラム充実の理由により，科
目を追加（25）

教員の退職による担当教員の変更
(25)

兼1
カリキュラム編成の都合により，担
当教員を変更(25）

兼1
カリキュラム編成の都合により，担
当教員を変更(25）

教員の職位変更(25)

教員の職位変更(25)

集中講義

２授業科目の概要

＜人間社会環境研究科　国際学専攻＞

（１）授業科目表

科目
区分 授業科目の名称

配当
年次

単位数 専任教員等の配置
備考

必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手

専
攻
共
通
科
目

基礎講義Ⅰ（国際関係特論Ⅰ） 1前or後 2 1

8科目から2科目4単位選択必修

基礎講義Ⅱ（比較政治学特論Ⅰ） 1前or後 2 1

基礎講義Ⅲ（アジア政治特論Ⅰ） 1前or後 2 1

基礎講義Ⅳ（アメリカ文化表象特論Ⅰ） 1前or後 2 1

基礎講義Ⅴ（イギリス研究特論Ⅰ）1前or後 2 1

基礎講義Ⅵ（フランス語圏特論Ⅰ）1前or後 2 1

基礎講義Ⅶ（ドイツ語圏特論Ⅰ） 1前or後 2 1

基礎講義Ⅷ(InternationalRelationsⅠ) 1前or後 2 1

論文指導Ⅰ 1後 2
16
18

9

論文指導Ⅱ 2前 2
16
18

9

論文指導Ⅲ 2後 2
16
18

9

インターンシップ 1･2前or後 2 2 2

海外調査研究Ⅰ 1前or後 2 1

海外調査研究Ⅱ 1前or後 2 1

国際関係・地域研究コース

国際関係特論Ⅱ 1前or後 2 1

国際政治史（東洋）特論Ⅰ 1前or後 2 1

国際政治史（東洋）特論Ⅱ 1前or後 2 1

国際政治史（西洋）特論Ⅰ 1前or後 2 1

国際政治史（西洋）特論Ⅱ 1前or後 2 1 1

比較政治学特論Ⅱ 1前or後 2 1 1

西洋経済史特論Ⅰ 1前or後 2 1

西洋経済史特論Ⅱ 1前or後 2 1

アジア政治特論Ⅱ 1前or後 2 1

アメリカ文化表象特論Ⅱ 1前or後 2 1

アメリカ文化批評特論Ⅰ 1前or後 2 1

アメリカ文化批評特論Ⅱ 1前or後 2 1

環境表象研究特論Ⅰ 1前or後 2 1 1

環境表象研究特論Ⅱ 1前or後 2 1 1

AmericanEnglish:UsingtheLanguag
eNaturallyforStudyandCommunicat
ion

1前or後 2 1

英語児童文学研究特論Ⅰ 1前or後 2 1

英語児童文学研究特論Ⅱ 1前or後 2 1

ディアスポラ研究特論Ⅰ 1前or後 2 1

ディアスポラ研究特論Ⅱ 1前or後 2 1

イギリス研究特論Ⅱ 1前or後 2 1

米英研究特論Ⅰ 1前or後 2

専
門
基
礎
科
目
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集中講義 カリキュラム編成の都合
により，講義形態及び担当教員を変
更(25）

集中講義

集中講義

兼1

兼1

集中講義 カリキュラム編成の都合
により，講義形態及び担当教員を変
更(25）
集中講義 カリキュラム編成の都合
により，講義形態及び担当教員を変
更(25）

集中講義

集中講義

兼1

兼1

カリキュラム編成の都合により，科目区
分を変更（25）

兼1

兼1

教員の職位変更(25)

教員の職位変更(25)

米英研究特論Ⅱ 1前or後 2 1

環日本海地域特論Ⅰ 1前or後 2 1

環日本海地域特論Ⅱ 1前or後 2 1

東アジア地域研究特論Ⅰ 1前or後 2 1

東アジア地域研究特論Ⅱ 1前or後 2 1

アジア経済史特論Ⅰ 1前or後 2 1

アジア経済史特論Ⅱ 1前or後 2 1

中国語圏特論Ⅰ 1前or後 2 1

中国語圏特論Ⅱ 1前or後 2 1

アジア研究特論Ⅰ 1前or後 2

アジア研究特論Ⅱ 1前or後 2

フランス語圏特論Ⅱ 1前or後 2 1

ドイツ語圏特論Ⅱ 1前or後 2 1

ドイツ語圏特論Ⅲ 1前or後 2 1

ドイツ語圏特論Ⅳ 1前or後 2 1

ヨーロッパ研究特論Ⅰ 1前or後 2

ヨーロッパ研究特論Ⅱ 1前or後 2

ヨーロッパ研究特論Ⅲ 1前or後 2 1

ヨーロッパ研究特論Ⅳ 1前or後 2 1

翻訳序説Ⅰ 1前or後 2 1

翻訳序説Ⅱ 1前or後 2 1

同時通訳入門Ⅰ 1前or後 2

同時通訳入門Ⅱ 1前or後 2

社会言語学特論Ⅰ 1前or後 2 1

社会言語学特論Ⅱ 1前or後 2 1

比較文化研究Ⅰ 1前or後 2

比較文化研究Ⅱ 1前or後 2

HistoryofInternationalPolitics
Ⅰ

1前or後 2 1

AmericanPoliticsⅠ 1前or後 2 1

AsianPoliticsⅠ 1前or後 2 1

InternationalRelationsⅡ 1･2前or後 2 1

国際関係演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

国際関係演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

国際政治史（東洋）演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

国際政治史（東洋）演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

国際政治史（西洋）演習Ⅰ 1･2前or後 2 1 1

国際政治史（西洋）演習Ⅱ 1･2前or後 2 1 1

比較政治学演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

比較政治学演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

西洋経済史演習Ⅰ 1･2前or後 2

西洋経済史演習Ⅱ 1･2前or後 2

アジア政治演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

アジア政治演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

アメリカ文化表象演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

アメリカ文化表象演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

アメリカ文化批評演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

アメリカ文化批評演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

環境表象研究演習Ⅰ 1･2前or後 2 1 1

環境表象研究演習Ⅱ 1･2前or後 2 1 1

英語児童文学研究演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

英語児童文学研究演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

ディアスポラ研究演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

ディアスポラ研究演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

イギリス研究演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

専
門
基
礎
科
目

専
門
応
用
科
目
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兼1

兼1

集中講義 カリキュラム編成の都合
により，講義形態及び担当教員を変
更(25）
集中講義 カリキュラム編成の都合
により，講義形態及び担当教員を変
更(25）

集中講義 カリキュラム編成の都合
により，講義形態及び担当教員を変
更(25）
集中講義 カリキュラム編成の都合
により，講義形態及び担当教員を変
更(25）

兼1

兼1

集中講義 カリキュラム編成の都合
により，担当教員を変更(25）

集中講義 カリキュラム編成の都合
により，担当教員を変更(25）

集中講義 カリキュラム編成の都合
により，講義形態及び担当教員を変
更(25）
集中講義 カリキュラム編成の都合
により，講義形態及び担当教員を変
更(25）

カリキュラム編成の都合により，科目区
分を変更（25）

カリキュラム充実の理由により，科
目を追加（25）

カリキュラム充実の理由により，科
目を追加（25）

教員の職位変更(25)

教員の職位変更(25)

兼1

兼1

イギリス研究演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

比較文化論演習Ⅰ 1･2前or後 2

比較文化論演習Ⅱ 1･2前or後 2

米英研究演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

米英研究演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

環日本海地域演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

環日本海地域演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

東アジア地域研究演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

東アジア地域研究演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

アジア経済史演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

アジア経済史演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

中国語圏演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

中国語圏演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

アジア研究演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

アジア研究演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

フランス語圏演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

フランス語圏演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

ドイツ語圏演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

ドイツ語圏演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

ドイツ語圏演習Ⅲ 1･2前or後 2 1

ドイツ語圏演習Ⅳ 1･2前or後 2 1

ヨーロッパ研究演習Ⅰ 1･2前or後 2

ヨーロッパ研究演習Ⅱ 1･2前or後 2

ヨーロッパ研究演習Ⅲ 1･2前or後 2 1

ヨーロッパ研究演習Ⅳ 1･2前or後 2 1

翻訳演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

翻訳演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

同時通訳演習Ⅰ 1･2前or後 2

同時通訳演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

社会言語学演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

社会言語学演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

InternationalRelationsⅡ 1･2前or後 2 1

HistoryofInternationalPoliticsⅡ1･2前or後 2 1

AmericanPoliticsⅡ 1･2前or後 2 1

AsianPoliticsⅡ 1･2前or後 2 1

InternationalRelationsⅢ 1･2前or後 2 1

InternationalRelationsⅣ 1･2前or後 2 1

北米表象文化演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

北米表象文化演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

精神分析批評演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

精神分析批評演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

環境言説研究演習Ⅰ 1･2前 2 1 1

環境言説研究演習Ⅱ 1･2前 2 1 1

比較文化研究演習Ⅰ 1･2前 2

比較文化研究演習Ⅱ 1･2前 2

専
門
応
用
科
目
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集中講義

集中講義

兼1

兼1

集中講義

集中講義

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

集中講義

集中講義

日本語教育・日本文化研究コース

専
門
基
礎
科
目

日本語教育学特論Ⅰ 1前or後 2 1

日本語教育学特論Ⅱ 1前or後 2 1

日本語教授法研究特論Ⅰ 1前or後 2 1

日本語教授法研究特論Ⅱ 1前or後 2 1

日本語教授法研究特論Ⅲ 1前or後 2

日本語教授法研究特論Ⅳ 1前or後 2

日本語学特論Ⅰ 1前or後 2

日本語学特論Ⅱ 1前or後 2

現代日本語学特論Ⅰ 1前or後 2 1

現代日本語学特論Ⅱ 1前or後 2 1

現代日本語学特論Ⅲ 1前or後 2

現代日本語学特論Ⅳ 1前or後 2

日本文化研究特論Ⅰ 1前or後 2 1

日本文化研究特論Ⅱ 1前or後 2 1

日本学研究特論Ⅰ 1前or後 2 1

日本学研究特論Ⅱ 1前or後 2 1

日本近現代史研究特論Ⅰ 1前or後 2

日本近現代史研究特論Ⅱ 1前or後 2

日本近代文学特論 1･2前or後 2

専
門
応
用
科
目

日本語教育学演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

日本語教育学演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

日本語教授法研究演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

日本語教授法研究演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

日本語教授法研究演習Ⅲ 1･2前or後 2 1

日本語教授法研究演習Ⅳ 1･2前or後 2 1

日本語学演習Ⅰ 1･2前or後 2

日本語学演習Ⅱ 1･2前or後 2

現代日本語学演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

現代日本語学演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

社会言語学実習Ⅰ 1･2前 1 1

社会言語学実習Ⅱ 1･2前 1 1

社会言語学演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

社会言語学演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

日本文化研究演習Ⅰ 1･2前or後 2 1

日本文化研究演習Ⅱ 1･2前or後 2 1

（注）・届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

・届出時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

で，前年度報告時（平成２３年度に届出された大学等は届出時）より変更されているものは赤字見え消し

修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

・「配当年次」について，届出時に開講時期を記載する必要がなかった学部等（平成１９年度届出以前）に

ついても，届出時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，赤字で見え消し

修正をしてください。

・履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

（２）授業科目数

認可時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 計 必修 選択 自由 計

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

3 161 0 164 3 165 0 168

（注）・未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入する（資格に関する課程など，

別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，［］内に，届出時の計画

からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

[     ] [ 4 ] [      ] [ 4 ]
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

2

3

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

２

３

　　　　

未開講科目と廃止科目の計
＝ 0

認可時の計画の授業科目数の計

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

　　　　知方法」を記入してください。

（６） 「認可時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

（注）・　届出時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入してください。

　　　　なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

該当なし

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

（４） 廃止科目

（３） 未開講科目

（注）・　届出時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

人間社会学域

理工学域

80 1.09

336

　物質化学類 4 81 324

　数物科学類 4 84 金沢市角間町
学士

（理学） 1.05 H20

102 408

H20

4 140 560 学士
（工学）

1.06

　環境デザイン学類 4

H20

　電子情報学類 4 108

　機械工学類

74 296

432 学士
（工学）

学士
（工学）

学域
共通
3年次
40

　自然システム学類 4

金沢市角間町

学士
（理学又は
工学）

1.07 H20

金沢市角間町

1.11

金沢市角間町

1.07 H20

金沢市角間町

金沢市角間町

280 学士
（国際学）

1.05 H20

金沢市角間町

金沢市角間町

金沢市角間町

1.05 H20320
学士

（地域創造
学）

学士
（経済学）

1.00 H20

学士
（教育学）

1.02 H20

　国際学類 4 70

　経済学類 4 185 740

　学校教育学類 4 100 400

　地域創造学類 4 80

1.02 H20

170
3年次
10

1.05 H20

700
学士

（法学）

580
学士

（文学）

３　既設大学等の状況

金沢市角間町

金沢市角間町
学士

（理学又は
工学）

1.07 H20

　金　沢　大　学

　人文学類 4 145

　法学類 4 金沢市角間町
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医薬保健学域

医学部

薬学部

3年次
5

3年次
5

1.02

学士
（保健学）

0.8490

学士
（保健学）

673
学士

（医学） 1.00 H20
2年次
5

金沢市宝町13-1
平成23年度編入学定員は
2年次5名，3年次5名の計10名

210
学士

（薬学） H20 金沢市角間町

H20 金沢市小立野5-11-80

H20 金沢市小立野5-11-80

20 90 0.83

H20学士
（保健学）

0.90

20

170

金沢市小立野5-11-80

40

3年次
5

3年次
5

　　検査技術科学専攻 4

3年次
10

金沢市小立野5-11-80

　薬学科 6
平成20年度より
学生募集停止

　医学科 6 － －
学士

（医学） －

－ － S24 金沢市角間町－
学士

（薬学）

　　理学療法学専攻 4

　　作業療法学専攻 4

　　看護学専攻 4 80 340 学士
（看護学）

0.98 H20

　保健学類

　　放射線技術科学専攻 4 40 170 学士
（保健学）

0.95 H20 金沢市小立野5-11-80

　薬学類 6 35

　創薬科学類 4 40 160
学士

（創薬科
学）

H20 金沢市角間町

　医学類 6 112

S24 金沢市宝町13-1
平成20年度より
学生募集停止

3年次
5

　　　・　学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員と収容定員は「－」とし，「備考」に「平成

　　　　○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　平均の小数点第２位まで（小数点第３位を切り捨て）を，学科単位で記入してください。

　　　・　「定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　（ただし，専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。）

（注）・　本調査の対象となっている大学等の設置者（国立大学法人）が設置している全ての大学（学部，学

　　　　科）及び大学院（専攻）について，それぞれの学校種ごとに，平成２５年５月１日現在の上記項目の

　　　　情報を記入してください。その際，ＡＣ対象学部学科等についても当該様式に記入してください。
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教員の
定年年齢

定年を延長
している教員数

歳 名

教員の
定年年齢

定年を延長
している教員数

歳 名

教員の
定年年齢

定年を延長
している教員数

歳 名

教員の
定年年齢

定年を延長
している教員数

歳 名

教員の
定年年齢

定年を延長
している教員数

歳 名

28

（　　　　　） （　　　　　） （　　　　　）

［　　　　］

専任教員数

〈人文学専攻〉

研究指導教員
研究指導
補助教員

４　教員組織の状況

＜人間社会環境研究科＞

065

年　齢　構　成

　　　・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年年齢および，平成２５年５月１日現在，特例等により定年を超えて専任教員として

　　　　採用されている教員数を記入してください。

［　　　　　］

変　　更　　状　　況設　置　時　の　計　画

［　　　  　］

研究指導教員
研究指導
補助教員

計

50 50

計

50 50

（　　　　　） （　　　　　） （　　　　　）

　　　　との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　　「変更状況」には，平成２５年５月１日現在（就任予定の者を含む）の状況を記入するとともに，［　］内に設置時の計画

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入し，

〈法学・政治学専攻〉

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況 年　齢　構　成

研究指導教員
研究指導
補助教員

計 研究指導教員
研究指導
補助教員

計

27 27 65 0

［　△1　］ ［　　　　　］ ［　　△1　　］

〈経済学専攻〉

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

28

年　齢　構　成

研究指導教員
研究指導
補助教員

計 研究指導教員
研究指導
補助教員

計

31 3132 32 65 0

［　△1　］ ［　　　　　］ ［　　△1　　］

〈地域創造学専攻〉

（　　　　　） （　　　　　） （　　　　　）

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況 年　齢　構　成

研究指導教員
研究指導
補助教員

計 研究指導教員
研究指導
補助教員

計

18 18 65 0

［　　　　］ ［　　　　　］ ［　　  　　］

18 18

（　　　　　） （　　　　　） （　　　　　）

〈国際学専攻〉

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況 年　齢　構　成

研究指導教員
研究指導
補助教員

計 研究指導教員
研究指導
補助教員

計

25 25 65 0

［　△3　］ ［　　　　　］ ［　　△3　　］

28 28

（　　　　　） （　　　　　） （　　　　　）
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　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（平成２５年　７月　１日　　）

○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

５　その他全般的事項

＜人間社会環境研究科＞

情報公表に関する事項

- 44 -


	０ 表紙【人間社会環境研究科】
	表紙（事前伺い）

	０ 目次（Ｈ25）【人間社会環境研究科】
	目次

	１~５【人間社会環境研究科】
	1 (1)～(3) 調査対象大学院等の概要等【人間社会環境研究科】
	１　概要等

	１(4)-①② 入学者状況（Ｈ25）【人間社会環境研究科】
	１（4）-①②入学者状況

	１(4)-③ 在学者状況（Ｈ25）【人間社会環境研究科】
	１（4）-③在学者状況

	１(4)-④ 退学者状況（Ｈ25）【人間社会環境研究科】
	１（4）-④退学状況等

	２ 授業科目の概要(1)(2)（H25）【人文学専攻】
	(様式）2　概要①人文学

	２ 授業科目の概要(3)~(6)（H25）【人文学専攻】
	科目の概要②人文

	２ 授業科目の概要(1)(2)（H25）【法学・政治学専攻】
	(様式）2　概要①法政治

	２ 授業科目の概要(3)~(6)（H25）【法学・政治学専攻】
	科目の概要②法・政治

	２ 授業科目の概要(1)(2)（H25）【経済学専攻】
	(様式）2　概要①経済

	２ 授業科目の概要(3)~(6)（H25）【経済学専攻】
	科目の概要②経済

	２ 授業科目の概要(1)(2)（H25）【地域創造学専攻】
	（様式）２　概要①地域

	２ 授業科目の概要(3)~(6)（H25）【地域創造学専攻】
	科目の概要②地域

	２ 授業科目の概要(1)(2)（H25）【国際学専攻】
	(様式）2　概要①国際

	２ 授業科目の概要(3)~(6)（H25）【国際学専攻】
	科目の概要②国際

	３ 既設大学等の状況（Ｈ25）【学部・院共通】
	【学部・院】３　既設状況（提出）

	４ 教員組織の状況（H25）【人間社会環境研究科】
	４　教員組織の状況【人間社会環境研究科】

	５ その他全般的事項（H25）【人間社会環境研究科】
	５　全般的事項

	空白ページ




